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嘲

稲
葉
俊
郎

（医
師
）

索は癒やしと気づきを与える。

東大病院の医師を経て、現在は軽井沢を拠

■にアートやまちづくりなど異分野と医療の融

全に取り組む稲葉俊郎さん。医学生時代に訪

itた インドでの経験が、今に生きているという。
~イ
ンドで列車に乗っていたら、たくさんの人

,｀乗り込んできて、車内はぎゅうぎゅうに。車

両の連結部分にまで人が乗っていたんですけど、

=に
人が落ちて亡くなってしまった。でも、そ

こにいた人びとは平然としていて。決して命を

■切にしていないわけではないんですが、執着

1｀ないというか。インドの生と死が入り混じる

I界観に衝撃を受けましたJ

命とは何か、医療はなんのためにあるか。イ

ンドの旅はそんな問いを考える旅になった。
~ガ
ンジス川は人の死を受け入れる場所でもあ

=ん
です。死ぬ場所をここって決めている人も

多い。そうすると、誰にも頼る必要がなくて、自

ずの責任で、自分がどんな′S、 うにありたいかに

忠実に人生を生きようとするんですね。日本では、

自分の死が見えざるシステムに巻き込まれ、自

分自身と分断されて、さまざまな問題が起きて

いる。日本のなかにいると、どうしても“無意識

の常識"に縛られます。旅をすることで、異な

る国の無意識、つまりは異文化に気づき、むし

ろ自分たちが前提にしているものを考えるんです」

たとえ短時間でも、異なる場所に身を置く旅

という行為はひとつの医療でもあると稲葉さん

は言う。「究極は転地療法ですね。人間には自

然治癒力があり、それをいかに引き出すかが医

療の本質だと思います。そこに行くだけで元気

になるというシンプルで根源的な医療に、これ

から軽井沢で挑戦していきたいです」■

1仕 事が tし く、本を読む時間がなかなかとれないという稲葉さん

は、旅の移動時間に読書をする。この日持っていた本は、山形ビエ

ンナーレと軽井沢関連の本。鉛筆とイ寸箋は必須。2旅は身軽にリュッ
クひとつ。日本太郎のデザイン.カメラは〈SONY)の αシリーズを

愛用。 3銭 湯や温泉が大好きで、タオルや手拭いは多めに用意。
お気に入りは長野の山小屋、涸沢ピュッテの手拭い. 4′〕、だんか

ら絵を描くため、落書き帳を持ち歩いている。家族の写真と一緒に。
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い
な
ば
　
と
し
ろ
う
●
１
９
７
９
年

熊
本
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
を

専
門
と
す
る
医
師
を
経
て
、
軽
井
沢

病
院
の
総
合
診
療
科
医
長
、
信
州
大

学
社
会
基
盤
研
究
所
特
任
准
教
授
、

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
客
員
教
授
。
２
０
２
０
年

９
月

５
日
か
ら

２
日
ま
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
予
定
の
山
形
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
２
０
２
０
で
は
、
「
山
の
か
た
ち

い
の
ち
の
形
」
を
テ
ー
マ
に
、
芸
術
監

督
を
務
め
る
．

ン

■
□
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